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1　は　じ　め　に

本県の主力品種であるササニシキは，品種の特性から種

数の確保は容易であるが，反面，年次によっては茎数過多

による細辞化，登熟歩合の低下から収量が不安定になる0

これを防ぐため，県内の一部では多収の目的で深水管理を

行い生育を調節し，多収を得ている農家がある。そこで深

水管理が水稲の生育にどのような影響を与えるかについて

昭和机年に試験した。

2　試　験　方　法

（1）試験区の構成

区　　　 名
深 水 期 間
（月／日一月／日） 宙 の 種 類

浅 水 管　 理 無

初 中 期 深 水 5／2 8　－ 7／15 ポ ッ ト成 宙

初 期目深　 水 5／2 8　～ 6／2 0 散 播 稚 苗

中　 期目深　 水 6／2 0 ～ 7 ／15

注．深水区の水深は5月下旬～6月第一半句までは7－
8cm，その後は10－12mで管理した。

（2I　区制1区　60ポ■　2区制

（8）耕種概要：品種はササニシキを用い，ポット成苗

は4月5日に箱当たり50タを播種し，無加温出芽し，散播

稚苗は4月21日に箱当たり150gを播種し，加温出芽した

後．ハウス内で管理した。本田移植は5月14日に機械で行っ

た。施肥は元肥に〃当たり成分量で窒素，燐軋加里を各々

0．6，0．9，0．7匂，7月31日に窒素，加里を各々0．2毎を

表1　草丈の推移

施用した。

3　試験結果及び考察

深水区の地温（lcn，5cm）は浅水区に比べ，最高温度

は低く最低温度は高い，目較差の小さい，また温度のピー

クが後ろにずれる推移となった。．

草丈をみると，初中期深水区の成型ポット成苗は浅水区

に比べ，長めに推移し，草丈比は．深水管理開始後11日目

の6月9日では123％，同23日の6月21日では112％，同

36日の7月4日では105％，同47日の深水管理終了時の7

月15日では103％であった。しかし，深水管理終了後10日

の7月25日では99％と同程度となった。稚苗も同様の傾向

にあり，深水管理区の浅水区に対する各調査日の草丈比は，

6月9日では137％，6月21日では118％，7月4日では

107％．7月15日では105％と長くなっており，成苗より

各調査日の草丈比が大きい。深水管理区の調査日間の草丈

の伸長量を．浅水区と比べると，初期の伸長量が大きく，

その後，伸長量が小さくなっている。深水管理を6月20日

でやめ，以後浅水区と同様の管理をした初期深水区は7月

4日では長くなっているが7月15日では同程度となった。

また．6月20日まで浅水区と同様の管理をし，その後深水

管理をした中脚水区では，草丈はわずかに長い程度であっ

た（表1）。

茎数は深水管矧こより抑えられ，初中期深水区は浅水区

に比べ，6月9日では成苗で70％，稚苗でも1％と強く抑制

され，その後，抑制程度が小さくなり，6月21日では成苗

78％，稚苗84％，7月4日では成苗84％，稚苗85％．深水

（葉）

区 名 宙 質
5 ／ 2 7

ヰ

6 ／ 9

⑧

6 ／ 2 1

や

7 ／ 4

ヰ

7 ／ 1 5

（参

7 ／ 2 5

や

調 査　 日　 間 の 伸 長 量

㊥ － ①　 ⑨ － ㊥　 ④ － ⑨　 ◎ － ④　 ㊥ － ◎

浅 水 成 宙 1 9 ． 3 2 8 ．8 3 4 ． 5 4 6 ． 5 5 9 ． 2 6 5 ．3 9 ． 5 　　　 5 ． 7 　　 1 2 ． 0 　 1 2 ．7 　　 6 ． 1

初 中 成 宙 1 6 ． 8 3 5 ． 2 3 8 ． 1 4 8 ．9 6 1 ． 2 6 4 ． 6 1 8 ．4 　　 2 ． 9 　 1 0 ． 8 　 1 2 ． 3 　　 3 ． 4

初 期 成 苗 1 9 ． 1 3 4 ． 0 3 8 ． 1 4 9 ．3 5 9 ．3 6 1 ． 9 1 4 ． 9 　　 4 ． 1 　 1 1 ． 2 　 1 0 ．0 　　 2 ． 6

中 期 成 苗 1 6 ． 7 2 7 ． 4 3 3 ． 4 4 6 ．7 6 0 ． 2 6 5 ．3 1 0 ． 7 　　 6 ． 0 　 1 3 ． 3 　 1 3 ． 5 　　 5 ． 1

浅 水 稚 苗 1 3 ． 5 2 3 ． 2 2 9 ． 7 4 3 ．4 5 5 ． 8 6 2 ． 9 9 ． 7 　　 6 ． 5 　　 1 3 ． 7 　 1 2 ． 4 　　 7 ． 1

初 中 稚 苗 1 3 ． 1 3 1 ． 1 3 4 ． 5 4 6 ．5 5 8 ．6 6 2 ． 7 1 8 ． 0 　　 3 ． 4 　 1 2 ． 0 　 1 2 ． 1 　 4 ． 1

初 期 稚 苗 1 1 ． 8 3 0 ． 3 3 4 ． 1 4 4 ．9 5 4 ．4 6 0 ．4 1 8 ． 5 　　 3 ． 8 　 1 0 ． 8 　　 9 ． 5 　　 6 ．0

中 期 稚 苗 1 2 ． 7 2 1 ． 5 2 8 ．3 4 3 ． 1 5 6 ．6 6 1 ． 5 8 ． 8 　　 6 ． 8 　 1 4 ． 8 　 1 3 ． 5 　　 4 ．9
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管理終了時の7月15日では成宙85％，稚苗85％であった。

成苗，稚苗ともに最高分げっ期ころの茎数が85％程度に抑

制された。深水管理終了後の茎数の減少は深水管理した区

は緩やかであった。中期深水区では高次分げっが抑えられ

たものと考えられるが成苗90％，稚苗84％程度に抑制され，

稚苗の抑制程度が大きかった。初期深水区では深水管理終

了後，茎数の増加が多くなり最高分けつ期も遅れる傾向に

あった（表2）。

義 2　 茎 数 の 推 移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （本 ／ポ）

区名 苗質
5／2 7

①

6／9

②

6／2 1

＠

7／4

④

7／15

（参

7／25

や

調 査　 日 間 の 増 加 量 調 査 日間 の増 加 率 （％）

㊥－① ⑨－㊥ ④－⑨ ㊥－④ ㊥ －㊥ ⑧ ／① ㊥／㊥ ④／㊥ ⑨ ／④ ㊥／⑤

278　 248 119　 98　 9 1浅水 成苗 118 328 8 14 967 951 870 2 10　　 486　 153　 － 16　 －81
初中 成苗 110 194 583 8 17 805 780 84　　 389　　 234　 －12　 －25 176　　 301　 140　　 99　　 97
初期 成苗 115 25 1 660 852 854 799 136　　 409　 192　　　 2　 －55 218　 263　 129　 100　　 94
中期 成苗 117 305 772 875 852 818 188　　 467　 103　 －23　 －34 261　 253　 113　　 97　　 96

浅水 稚苗 122 299 764 1042 1062 99 1 177　　 465　　 278　　 20　 －71 245　　 256　 136　 102　　 93
初中 稚苗 114 174 594 886 900 887 60　　 4 20　　 292　　 14　 －13 153　　 341　 149　 102　　 99
初期 稚苗 131 173 636 927 984 937 42　　 46 3　　 291　　 57　 －47 132　　 368　 146　 106　　 95
中期 稚苗 123 27 1 697 853 892 864 148　　 42 6　 156　　 39　 －28 220　　 257　 122　 105　　 97

葉数の増加に対する深水管理の影響はなかったと考えら

れる。

撼当たり乾物垂は深水管理により抑制され，初期深水終

了時の6月21日では，浅水区に比べ，成苗85％，稚苗95％

であった。中期深水終了時の7月16日では初中期深水区の

成苗95％，稚苗90％，中期深水区成苗96％稚苗92％と抑制

されたが，初期深水区は成苗101％，稚苗97％となり6月

21日から7月16日までの乾物重の増加が多かった。穂揃期

の乾物重は深水管理した区はいずれも少なく，中期深水区，

初期深水区，初中期深水区の順に少なかった。1茎当たり

乾物重は深水管理したことにより7月16日では重かった。

また，穂揃時には成苗では初期深水区，稚苗では深水管理

したいずれの区も垂かった（表3）。

梓長は深水管理した区は短く．成苗，稚苗ともに初期深

水区，中期深水区，初中期深水区の順で短くなった。穂数

表3　乾物重の推移

区名 宙質
ポ当たり（ダ／ガ） 茎 1本当たり（叩／本）

6／21　 7／16　 8／18 6／2 1　 7／16　 8／18
茎葉　 茎葉　 全量 茎葉　 茎葉　 全垂

浅水 成苗 84　　 332　　 83 2 103　　 349　 1651
初中 成苗 69　　 315　　 800 118　　 391　 1629
初期 成苗 76　　 336　　 806 115　　 393　 1662
中期 成苗 86　　 319　　 823 111　 374　 1589
浅水 稚苗 53　　 301　 874 69　　 283　 1447
初中 稚苗 51　　 272　　 805 86　　 302　 1472
初期 稚苗 49　　 293　　 830 77　　 298　 14 74
中期 稚苗 52　　 276　　 846 75　　 309　 1487

注．茎1本当たりの乾物重は．ポ当たり乾物垂を各時期
の茎数，穂数で割ったものである。

－50－

は，深水管理により稚苗の初期深水区を除いて有効茎歩合

が高くなったものの，最高分けつ期の茎数が少なかったこ

とから，成苗の中期深水区を除いて少なかった。一種籾数

は成苗の初中期深水区，初期深水区を除き少なく，ポ当た

り籾数は成苗では同程度で，稚苗では深水処理区はいずれ

も少なかった。収量は倒伏が深水処理区で少なく，豊熟歩

合が高く，各深水処理区とも浅水区を上回り，特に初中期

深水区の倒伏が少なく収量が最も多くなった（表4）。

表4　本田生育，収量

梓長 穂 数 玄米塵 籾　 歎 豊熟
歩合
（％）

1桔
（拉）
（1甥 ）（印）（本／ポ） （匂／〃）

8 1．8 5 0 4 5 4 ．4 6 7．8 3 4 2 7 9 ．6 5 2．1

8 0 ．0 4 9 1 5 9 ．1 6 9 ．7 3 4 2 8 6．3 5 7．2

8 0．2 4 8 5 5 5．3 6 9 ．4 3 3 7 8 2．2 5 6．8

8 0．1 5 18 5 5．6 6 5 ．4 3 3 9 8 2．1 5 6 ．9

8 5．6 6 0 4 5 0．7 6 4 ．1 3 8 7 6 6．2 6 0．0

8 2 ．3 5 4 7 5 6 ．7 6 2 ．1 3 4 0 8 4．3 6 3．8

8 4．3 5 6 3 5 2 ．1 6 2．7 3 5 3 7 4．6 5 9 ．2

8 2．6 5 6 9 5 4 ．4 5 9 ．5 3 3 9 8 1．2 6 0．8

注．倒伏程度は0－4の5段階法によった。

以上，深水管理することにより草丈は伸長するが，梓長

はやや短くなり，茎数は減少し，有効茎歩合は高くなるも

のの，穂数は少ない。また，ポ当たり乾物垂も減少するが，

1茎当たり乾物垂は重い生育となった。収量は，梓長が短

くなったこともあり，倒伏が少なく豊熟歩合が高くなり多

くなった。今後，生育の違いと収量，土壌及び稲体の窒素

量，稲休の活力等について継続して検討する。


